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原始的工作機械の製作による創造教育の実践

1 . はじめに
本学工学部には， ものづくりに科学が寄与し始めた

20 世紀初頭の工作機械が加工可能な状態で現存し，
1970 年代の汎用工作機械や現在主流の NC または
CNC工作機械に至るまで， およそ100年にわたる工
作機械の変貌を学生が見て， 触れて， 加工して学べる
環境がある． さらに， これらの原点ともいえる原始的
な工作機械を製作し， 系統的に工作機械を見ることで
それぞ

、
れの時代背景にあった産業技術， 科学技術の躍

進やものづくりに対する要求等に関心を持っきっかけ
にしたいという思し、から， 工学部学生を対象にした創
造教育の取り組みとして， 手工業が中心で、あった16
～17世紀頃の旋盤を製作した ． 製作では，文献の挿絵
等を参考にした設計製図から始まり，資材調達，jJ日工，

組立 ， さらには鍛造による刃物製作まで一連のものづ
くりを実践した．

2. プロジェクトの内容
2. 1 参加者

、

本プロジエク卜は，工学音ll技術部装置開発ワ 一 キング
グ

、
／レ一フ

者募集の呼びかけに集まつた学生は以下の通りで、ある
機械工学科 3年生 1名
機械工学科 2年生 2名 （うちl名は留学生）
マテリアル工学科2年生 l名

2. 2 製作について
2. 2. 1 製作に関する打ち合わせ

参加者が確定した後 ， 製作を行う旋盤の形式と製作の
進め方を学生も含めた製作者全員で検討した旋盤の設
計には，図1に示すような書籍 l ） の挿絵やオールドマシ
ンに関するWebサイトに掲載されている写真を参考に
した． 最終的に主軸の駆動方式が異なる2種類の旋盤を
職員グノレーフ。と学生グルー フ。で、それぞ

、
れ製作すること

にした 職員グ
、

ルーフ。
は，弓で主軸を駆動する形式の旋

盤を先行して製作し，学生グルー プ
。
は，はずみ車を用い

て主軸を連続回転させる旋盤を製作することにした学
生グノレーフ。の製作に職員グルー プ。の製作で、生じたトラ
ブノレと対策をフィ ー ド、パックさせて指導を行った ． 毎回

技術部 装置開発ワ ー キンググノレーフ。

ポール旋盤（1390年頃）
図1設計の参考にした木工旋盤

2. 2. 2 基本設計・製図（組立図）
学生が設計を行ったはずみ車式旋盤を図2に示す設

計にあたって， 次のような仕様を決定した．
① フレーム部材の接続は極力ほぞ接ぎで組み立てる．
② 刃物台と心押し台の固定は，ベッドの下に木製のく

さびを打つことで行い，任意の位置に移動ができる
ようにする．

③ 主軸には樫の木を用いる ． 主軸の軸受には黄銅，は
ずみ車の軸受には木（リグナムバイタ）を使用する ．

④ クランク， 連結棒は熱した丸銅を叩いて成形する．
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の作業終了後，製作で生じた問題点や次回の作業の内容 (4 
など

、
の打ち合わせも行った ．

図2 学生が設計を行ったはずみ車式旋盤
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